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北
九
州
の
万
葉
歌
を
め
ぐ
っ
て

島

裕

田

要

0::. 
目

万
葉
集
の
中
に
は
、
北
九
州
市
の
地
名
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
。
関
門
海
峡
に
位
置
し
た
北
九
州
は
古
代
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
山
陽

道
か
ら
九
州
の
西
海
道
を
結
ぶ
結
節
点
で
、
こ
こ
か
ら
九
州
の
中
心
で
あ
る
大
宰
府
政
庁
へ
と
向
か
い
、
九
州
全
土
へ
広
が
る
。
ま
た
、
関
門

海
峡
を
通
っ
て
九
州
に
、
あ
る
い
は
朝
鮮
半
島
や
大
陸
へ
と
航
海
し
た
。
北
九
州
の
地
名
を
詠
ん
だ
万
葉
歌
は
、
新
勝
山
公
園
、
貴
布
祢
神

社
、
岡
田
宮
な
ど
に
歌
碑
が
建
て
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
万
葉
集
の
地
名
歌
、
今
回
は
北
九
州
地
域
を
詠
ん
だ
歌
に
限
定
し
て
考
察
す

るキ
ー
ワ
ー
ド

万
葉
集

上
代
文
学

北
九
州
万
葉
歌
碑

古
代
の
道

(
1
)
北
九
州
地
域
を
詠
ん
だ
万
葉
歌
及
び
そ
の
歌
碑

は
じ
め
に

(
2
)
豊
前
国
・
筑
前
国

(
3
)
古
代
の
道

北
九
州
地
域
を
詠
ん
だ
万
葉
歌
に
つ
い
て
、
古
代
の
道
に
着
目
し
考
察
し
て

外
交
の
最
前
線
、
九
州
を
治
め
る
要
、
大
宰
府
へ
の
道

い
く
。
ま
た
、
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
の
国
防
の
た
め
に
東
国
か
ら
召
集
さ
れ
た

(
4
)
地
名
の
歌
を
詠
む
こ
と
の
目
的

防
人
に
つ
い
て
も
書
き
添
え
て
い
き
た
い
。

(
5
)
遠
い
東
国
か
ら
来
た
防
人
の
こ
と

北
九
州
の
万
葉
歌
を
め
ぐ
っ
て

子



北
九
州
の
万
葉
歌
を
め
ぐ
っ
て

(
1
)
北
九
州
地
域
を
詠
ん
だ
万
葉
歌
及
び
歌
碑

も
と
も
と
北
九
州
市
は
一
九
六
三
年
に
門
司
、
小
倉
、
戸
畑
、
若
松
、
八
幡

の
五
市
が
合
併
し
政
令
都
市
と
な
っ
た
新
し
い
都
市
名
で
あ
る
。
九
州
で
は
福

岡
市
、
熊
本
市
、
北
九
州
市
が
政
令
部
市
で
あ
り
、
北
九
州
市
は
県
庁
所
在
地

で
は
な
い
九
州
唯
一
の
政
令
部
市
で
あ
る
。
市
は
、
九
州
最
北
端
、
関
門
海
峡

に
面
し
、
福
岡
県
北
部
の
海
岸
線
か
ら
内
奥
部
に
入
り
こ
ん
で
い
る
。
北
九
州

と
い
う
名
称
は
、
元
来
九
州
の
北
部
を
指
し
た
り
、
現
在
の
北
九
州
市
を
中
心

に
遠
賀
郡
、
中
間
市
・
行
橋
市
、
京
都
郡
、
豊
前
市
を
指
し
示
す
地
名
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
拙
稿
で
は
、
現
在
の
北
九
州
市
に
限
定
し
て
こ
の
市
の
中
に
あ

る
地
名
を
詠
み
込
ん
だ
歌
を
扱
っ
て
い
く
。

北
九
州
市
に
は
、
こ
の
地
域
の
地
名
を
詠
ん
だ
万
葉
歌
碑
が
十
一
あ
り
、
新

勝
山
公
園
と
貴
布
祢
神
社
、
夜
宮
公
園
、
岡
田
宮
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

O
小
倉
北
区
の
【
新
勝
山
公
園
】
の
万
葉
歌
碑

小
倉
北
区
域
内
の
市
役
所
や
小
倉
城
の
近
く
に
あ
る
新
勝
山
公
園
の
万
葉
の

庭
に
は
、
六
首
の
万
葉
歌
が
歌
碑
と
な
っ
て
い
る
。
大
き
な
自
然
石
に
西
本
願

寺
本
や
元
暦
校
本
等
に
よ
っ
た
万
葉
仮
名
の
万
葉
歌
本
文
を
刻
み
つ
け
た
本
体

と
、
そ
れ
に
寄
り
添
う
よ
う
に
少
し
小
さ
な
自
然
石
に
訓
み
下
し
文
が
掘
り
込

ん
で
あ
る
。
こ
の
大
小
の
自
然
石
が
一
対
と
な
り
合
計
、
六
箇
所
に
万
葉
歌
碑

が
建
っ
て
い
る
。

l
は
『
万
葉
集
略
解
』
よ
り
引
い
て
あ
る
。
他
の
歌
も
現
存

す
る
万
葉
集
の
古
写
本
か
ら
引
い
て
あ
り
、
美
し
い
万
葉
仮
名
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
但
し
こ
こ
に
挙
げ
た
訓
み
下
し
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

万
葉
集
』
(
小
学
館
刊
)
よ
り
引
い
た
。
ま
た
、
新
勝
山
公
園
以
外
の
万
葉

歌
碑
も
同
じ
古
典
全
集
本
を
引
用
し
た
。

と

よ

く

に

さ

く

ま

は

ど

っ

ち

ま

な

ほ

-
豊
田
の
企
救
の
浜
辺
の
砂
地
の
真
直
に
し
あ
ら
ば
何
か
嘆
か
む

(
7
・
一
三
九
三

作
者
未
詳
)

万
葉
集
略
解

と

よ

く

に

き

〈

2
豊
田
の
企
救
の
浜
松
ね
も
こ
ろ
に
な
に
し
か
妹
に
相
言
ひ
そ
め
け
む

(
1
2
・一一一一一一一

O

柿
本
人
麻
呂
歌
集
歌
)

元
暦
校
本

-2-

と

よ

〈

に

き

く

江

が

は

ま

3
豊
国
の
企
救
の
長
浜
行
き
暮
ら
し
日
の
暮
れ
行
け
ば
妹
を
し
ぞ
思
ふ

(
1
2
・
一
二
一
二
九
作
者
未
詳
)

京
都
大
学
本

と

よ

く

に

き

〈

た

か

は

ま

た

か

た

か

よ

4
豊
田
の
企
救
の
高
浜
高
々
に
君
待
つ
夜
ら
は
さ
夜
更
け
に
け
り

(
1
2
・
三
二
二

O

作
者
未
詳
)

西
本
願
寺
本

と

よ

く

に

き

〈

ひ

し

つ

れ

い

も

5
豊
国
の
企
救
の
池
な
る
菱
の
末
を
摘
む
と
や
妹
が
み
袖
濡
れ
け
む

あ

ま

豊
前
国
の
白
水
郎
)

(
1
6
・
三
八
七
六

尼
崎
本

と
ぱ
た

6
ほ
と
と
ぎ
す
飛
幡
の
浦
に
し
く
波
の
し
ば
し
ば
君
を
見
む
よ
し
も
が
も

(
1
2
・
一
一
一
一
六
五

作
者
未
詳
)



西
本
願
寺
本

O
小
倉
北
区
長
浜
町
の
【
貴
布
祢
神
社
】
の
万
葉
歌
碑

7
豊
国
の
企
救
の
長
浜
行
き
暮
ら
し
日
の
暮
れ
行
け
ば
妹
を
し
ぞ
思
ふ

(
1
2
・
三
一
二
九
作
者
未
詳
)

* 
新
勝
山
公
園
の

3
の
歌
に
閉
じ
。

O
戸
畑
区
夜
宮
の
【
夜
宮
公
園
】
の
万
葉
歌
碑

8
ほ
と
と
ぎ
す
飛
幡
の
浦
に
し
く
波
の
し
ば
し
ば
君
を
見
む
よ
し
も
が
も

(
1
2
・
一
一
一
一
六
五

作
者
未
詳
)

* 
新
勝
山
公
園
の

6
に
同
じ
。

O
八
幡
西
区
岡
田
町
の
【
岡
田
宮
】
の
万
葉
歌
碑

と

ほ

み

か

ど

が

よ

し

ま

と

か

み

よ

9
大
君
の
遠
の
朝
廷
と
あ
り
通
ふ
島
門
を
見
れ
ば
神
代
し
思
ほ
ゆ

(
3
・
三

O
四
柿
本
人
麻
呂
)

っ

く

し

の

〈

に

う

は

っ

ぢ

こ
の
歌
は
「
柿
本
朝
巨
人
麻
呂
が
筑
紫
国
に
下
る
時
に
、
海
路
に
し
て
作
る

歌
」
と
題
調
に
あ
る
歌
で
、
「
島
戸
」
は
島
と
陸
地
と
の
聞
の
瀬
戸
の
意
、
島

戸
の
位
置
は
不
明
だ
が
岡
の
水
門
(
み
な
と
)
と
も
取
れ
る
。
筑
前
芦
屋
町
の

嶋
戸
駅
も
可
能
性
も
あ
る
が
、
海
路
で
は
な
く
陸
路
な
の
で
除
く
。
柿
本
人
麻

呂
作
歌
で
あ
る
。
新
勝
山
公
園
の

2
歌
「
豊
国
の
企
救
の
浜
松
ね
も
こ
ろ

に
:
:
:
」
も
柿
本
人
麻
呂
歌
集
歌
で
あ
る
の
で
、
柿
本
人
麻
呂
が
こ
の
北
九
州

を
通
っ
て
大
宰
府
へ
と
向
か
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

北
九
州
の
万
葉
歌
を
め
ぐ
っ
て

あ

ま

ぎ

ら

ひ

か

た

み

ず

〈

き

み

な

と

1
0
天
霧
ら
ひ
日
方
吹
く
ら
し
水
茎
の
岡
の
水
門
に
波
立
ち
渡
る

(
7
・
一
二

作
者
未
詳
)

と
ば
た

1
1
ほ
と
と
ぎ
す
飛
幡
の
浦
に
し
く
波
の
し
ば
し
ば
君
を
見
む
よ
し
も
が
も

(
1
2
・
コ
二
六
五

作
者
未
詳
)

*
新
勝
山
公
園
の

6
に
同
じ
。

こ
こ
で
詠
ま
れ
て
い
る
万
葉
歌
は
、
企
救
(
き
く
)
の
浜
、
企
救
の
浜
松
、

企
救
の
長
浜
、
企
救
の
池
、
飛
幡
(
と
ば
た
)
の
浦
、
岡
の
水
門
(
み
な
と
)

と
地
名
が
詠
み
込
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
題
調
と
歌
か
ら
、
岡
の

水
門
か
、
と
読
み
取
れ
る
9
の
歌
が
加
わ
る
。
こ
の
柿
本
人
麻
呂
作
歌
3
・三

-3一

O
四
は
、
神
武
天
皇
の
東
征
を
偲
ば
せ
る
「
島
一
戸
を
見
れ
ば
神
代
し
思
ほ
ゆ
」

と
い
う
下
旬
に
よ
っ
て
、
「
島
戸
」
が
岡
の
水
円
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の

だ
が
、
確
定
は
で
き
な
い
。
岡
の
水
門
は
遠
賀
郡
芦
屋
町
に
位
置
す
る
遠
賀
川

の
河
口
を
い
う
。
古
代
は
大
き
な
船
が
入
っ
て
も
十
分
な
港
だ
っ
た
ら
し
い
。

調
海
湾
か
ら
遠
賀
川
を
通
っ
て
岡
の
水
門
に
至
る
内
陸
水
路
が
あ
り
、
現
在
の

遠
賀
郡
・
北
九
州
市
若
松
区
・
戸
畑
区
・
八
幡
東
区
・
八
幡
西
区
・
中
間
市
な

ど
の
地
域
に
面
し
て
い
る
。
ま
た
岡
田
宮
は
、
神
武
東
征
時
「
(
神
武
)
天
皇
、

竺
紫
の
岡
田
宮
に
一
年
坐
し
き
」
と
古
事
記
に
あ
る
宮
と
推
定
さ
れ
る
。



北
九
州
の
万
葉
歌
を
め
ぐ
っ
て

(
2
)
古
代
の
豊
前
国
・
筑
前
国

北
九
州
市
は
、
古
代
で
は
豊
前
国
と
筑
前
国
の
一
部
に
あ
た
る
。

古
代
の
豊
前
国
と
筑
前
国
に
は
、
そ
の
名
の
由
来
と
し
て
『
豊
後
風
土
記
』

『
逸
文
筑
後
風
土
記
』
に
左
記
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

豊
前
国
は
、

な

て

の

す
な
は
ち
、
菟
名
手
に
勅
云

っ

ち

と

よ

く

さ

い

ま

し

地
の
豊
草
な
り
。
汝
が
治
む
る
国
は
豊

か

さ

な

と

よ

く

に

あ

た

ひ

国
と
謂
ふ
ベ
し
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
重
ね
て
姓
を
賜
ひ
豊
国
の
直
と
日
ひ

わ
か

き
。
因
り
て
豊
国
と
日
ふ
。
後
、
二
つ
の
国
に
分
ち
て
、
豊
後
の
国
を
以

(
且
口
戸
打
)

天
皇
、

一--， l..ー

天Eこ
のに
瑞ミ歓
物2喜
、び

Tこ
ま
ひ

り
た
ま
ひ
し
く
、

て
名
と
為
せ
り
。

(
『
豊
後
風
土
記
』
)

こ
こ
で
豊
草
は
里
芋
の
こ
と
。
北
よ
り
飛
来
し
た
白
鳥
が
餅
に
な
り
、
芋
草

数
千
許
株
と
な
っ
て
花
と
葉
は
冬
も
栄
え
た
と
い
う
伝
承
に
続
く
話
が
、
右

に
引
用
し
た
箇
所
で
あ
る
。
食
物
の
豊
か
に
稔
る
国
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
筑
紫
国
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、

き

み

も

ち

つ

く

し

の

み

ち

の

し

り

(
二
つ
に
公
望
案
る
に
、
筑
後
の
国
の
風
土
記
に
云
ふ
)

築
後
の
国
は
、
も
と
筑
前
の
国
と
合
せ
て
一
つ
の
国
に
あ
り
き
。
昔
、
こ

ふ

た

っ

さ

が

さ

の

し

た

く

ら

の
両
の
国
の
聞
の
山
に
峻
し
き
狭
き
坂
あ
り
。
往
来
の
人
の
駕
れ
る
鞍
鞍
、

す

く

に

び

と

し

た

く

ら

つ

く

し

摩
ら
え
て
尽
き
き
。
土
人
、
鞍
鴇
尽
の
坂
と
日
ふ
。

さ

か

ひ

あ

ち

こ
の
境
の
上
に
事
猛
ぷ
る
神
あ
り
て
、
往
来
の
人

(
三
つ
に
云
ふ
)
昔
、

う

い

と

き

は

い

の

ち

つ

〈

L

半
ば
は
死
せ
に
き
。
そ
の
数
極
多
な
り
。
因
り
て
人
命
尽
の

神
と
日
ふ
。
時
に
筑
紫
の
君
・
肥
の
君
ら
占
ふ
る
に
、
筑
紫
の
君
ら
が
祖

み

か

よ

り

ひ

め

ま

つ

の

ち

そ

こ

な

な
る
聾
依
姫
し
て
祝
祭
ら
し
め
き
。
こ
ゆ
以
降
、
路
行
く
人
、
神
に
害
は

半
ば
生
き
、

そ

空みこ
々rまヲ

抗か益

金与
をr;rつ

事紫;
りの
む神
とと
し 日
て ふ、。

る
る
こ
と
な
し
。

こ
の
山
の
木
を
伐
り

(
四
に
云
ふ
)

ひ

と

き

つ

〈

棺
輿
を
造
作
り
き
。

筑
紫
の
国
と
日
ふ
。

ふ

た

つ

み

ち

の

く

ち

み

ち

の

し

り

後
に
、
両
の
国
に
分
か
ち
、
前
と
後
と
せ
り
。

こ
れ
に
因
り
山
の
木
を
尽
さ
む
と
し
き
。

因
り
て

(
『
逸
文
筑
後
風
土
記
』
)

(注
1
)

と
あ
り
、
筑
紫
の
国
名
の
由
来
に
つ
い
て
数
案
を
挙
げ
る
。

一
は
散
逸
し
て
い

4-

る
。
二
は
、
険
し
く
狭
い
坂
が
あ
っ
て
行
き
来
の
人
が
乗
る
馬
の
鞍
に
敷
く
布

が
擦
り
き
れ
た
こ
と
で
、
し
た
く
ら
尽
し
の
坂
と
い
い
、
三
は
、
こ
の
坂
の
上

に
あ
ら
ぷ
る
神
が
坐
し
て
こ
こ
を
往
来
す
る
旅
人
の
半
分
は
死
ん
だ
と
い
う
。

そ
の
数
は
た
い
へ
ん
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
い
の
ち
尽
し
の
神
と
呼
ん
だ
。
筑
紫

の
君
ら
の
祖
、
聾
依
姫
を
亙
女
と
し
て
祭
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
路
行
く
人
を
襲
う

こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
筑
紫
の
神
と
言
わ
れ
、
筑
紫
の
地
名
の

由
来
を
説
く
。
さ
ら
に
四
で
は
山
で
死
ん
だ
者
を
葬
る
棺
を
山
の
木
を
切
っ
て

作
っ
た
が
、
山
の
木
が
尽
き
よ
う
と
し
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
筑
紫
の
国
と

呼
ぶ
と
あ
る
。

こ
こ
で
筑
紫
の
三
前
(
豊
前
・
筑
前
・
肥
前
)
の
国
を
、
豊
前
(
と
よ
く
に

の
み
ち
の
く
ち
)
な
ど
と
読
む
の
は
皆
『
和
名
類
衆
抄
』
に
よ
る
訓
で
あ
る
。



豊
前
は
現
在
の
北
九
州
・
行
橋
・
豊
前
・
田
川
の
各
市
と
、
京
都
・
築
上
・
田

喜
式
』
に
は

川
の
各
郡
お
よ
び
大
分
北
西
部
の
宇
佐
・
下
毛
の
二
郡
の
地
域
を
い
う
。
『
延

豊
前
国
上

佐さ管

固た

河Z

筑
前
国
上
〆、、

賀か管

鞍i恰ぃ
手て土と

嘉か志し
麻ま麻ま

と
あ
る
。(

3
)
古
代
の
道

企き
救〈

下士ずみ
J、や

都こ

上

毛

下

毛

字

仲2
津つ

築
城

穂日早2
浪2良ら

夜ゃ那は
須す珂か

下;席tq
坐雪田E延
、喜

f糟字式
上5屋ゃ』
坐F 民
ミ宗E部

御み像t省
笠2 上
〉 遠ぉ)

(
『
延
喜
式
』
民
部
省
上
)

豊
前
国
・
筑
前
国
は
本
州
と
九
州
を
結
ぶ
要
衝
で
あ
る
。
特
に
北
九
州
地
域

は
関
門
海
峡
に
接
し
、
古
代
中
央
集
権
国
家
の
統
治
に
は
重
要
な
地
域
で
あ
っ

た
。
古
代
日
本
の
交
通
網
(
八

1
九
世
紀
)
は
、
大
和
朝
廷
が
中
央
集
権
国
家

へ
と
国
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

特
に
六
四
五
年
の
大
化
の
改
新
に
よ
っ
て
中
央
集
権
国
家
確
立
へ
の
基
礎
作

り
が
急
務
と
な
っ
た
。
大
宝
律
令
の
制
定
ゃ
、
そ
の
後
の
養
老
律
令
の
制
定
な

ど
の
中
国
に
倣
っ
た
法
令
の
編
纂
と
実
施
に
よ
っ
て
律
令
国
家
の
確
立
を
は

路
も
体
系
的
に
整
え
ら
れ
て
い
く
。

か
っ
た
。
ま
た
中
央
政
府
の
統
治
が
国
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
る
よ
う
に
、
交
通

北
九
州
の
万
葉
歌
を
め
ぐ
っ
て

せ
き
そ
こ

そ
の
二
に
日
は
く
、
初
め
て
京
師
を
修
め
、
畿
内
国
の
司
・
郡
司
・
関
塞
・

-

つ

か

み

き

さ

も

り

肱

ゆ

ま

っ

た

わ

り

う

ま

す

ず

し

る

し

斥
候
・
防
人
・
駅
馬
・
伝
馬
を
置
き
、
及
び
鈴
契
を
造
り
山
河
を
定

め
よ
。

大
化
二
年
正
月
)

(
『
日
本
書
紀
』
孝
徳
天
皇

右
の
「
大
化
改
新
詔
」
に
あ
る
よ
う
に
、
中
央
政
府
か
ら
地
方
へ
の
政
令
伝

達
、
地
方
か
ら
中
央
政
府
へ
の
報
告
な
ど
、
文
書
に
よ
る
逓
信
連
絡
、
国
司
等

の
地
方
官
の
赴
任
・
帰
任
・
年
次
報
告
等
の
制
度
を
停
滞
な
く
行
う
た
め
の
往

【控
2
}

来
に
必
要
な
交
通
路
と
施
設
の
、
即
ち
官
道
に
駅
伝
制
の
整
備
等
が
な
さ
れ
た
。

陸
路
は
、
「
北
陸
道
・
東
海
道
・
東
山
道
・
畿
内
・
山
陰
道
・
山
陽
道
・
南

海
道
・
西
海
道
」
の
八
つ
の
大
路
の
整
備
が
な
さ
れ
、
大
路
を
核
に
中
・
小
路

(注
3
V

が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
。
木
下
良
氏
の
「
古
代
の
道
と
駅
の
調
査
法
」
に
よ
れ

-5一

ば
、
駅
路
(
官
道
)
な
ど
の
古
代
の
道
路
は
直
線
的
路
線
を
と
っ
て
計
画
的
に

設
け
ら
れ
て
い
た
。
平
地
で
は
両
側
溝
を
供
え
、
道
路
幅
は

1
0
メ
ー
ト
ル
前

後
の
大
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
各
地
の
発
掘
調
査
で
判
明
し
た
。

西
海
道
は
、
九
州
全
土
を
め
ぐ
る
大
路
を
言
う
。
大
宰
府
政
庁
か
ら
古
代
道

路
(
駅
路
)
が
九
州
内
に
放
射
線
状
に
伸
び
て
い
た
。
『
延
喜
式
』
「
駅
伝
馬

条
」
に
は
、
西
海
道
諸
国
は
い
ず
れ
も
大
宰
府
ま
で
の
日
数
を
記
し
て
あ
り
、

こ
れ
は
、
奈
良
の
都
と
同
じ
よ
う
に
、
大
宰
府
を
中
心
に
交
通
路
が
整
備
さ
れ

て
い
る
証
で
あ
る
。
九
州
の
大
路
、
西
海
道
は
、
大
宰
府
か
ら
大
分
・
宮
崎
を

経
由
し
て
鹿
児
島
に
至
る
東
回
り
を
〈
西
海
道
東
路
〉
、
大
宰
府
か
ら
、
熊
本

を
経
由
し
て
鹿
児
島
に
至
る
西
回
り
を
〈
西
海
道
西
路
〉
と
い
う
。
ま
た
、



北
九
州
の
万
葉
歌
を
め
ぐ
っ
て

『事典日本古代の道と駅』を参考に作成。
口は太宰府。

「
『
延
喜
式
』
駅
伝
馬
条
」
に
見
る
西
海
道
の
駅
路
の
特
色
と
し
て
、
宮
道
の
駅

〔
仲
間

4
)

家
に
伝
馬
が
置
か
れ
る
例
が
多
い
。

こ
こ
で
現
在
の
鹿
児
島
本
線
に
重
な
っ
て
い
く
、
下
関
か
ら
門
司
、
博
多
経

由
の
道
の
駅
家
に
つ
い
て
見
て
行
こ
う
。
山
陽
道
の
南
端
、
臨
門
駅
か
ら
西
海

道
の
社
崎
(
福
岡
県
北
九
州
市
門
司
区
)
ま
で
海
峡
を
船
で
渡
る
。

臨
門
駅
(
山
口
県
下
関
市
長
府
あ
る
い
は
唐
戸
、
前
田
)
社
埼
(
旧
門

ひ
と
み

司
)
到
津
駅
(
小
倉
城
辺
)
|
濁
見
駅
*
馬
の
頭
数
1
5
疋
(
八
幡
西
区

紅
梅
)
夜
久
駅
*
1
5
疋
(
八
幡
西
区
永
犬
丸
)
|
嶋
門
駅
*
2
3
疋

せ
き
-
っ
ち

(
芦
屋
町
芦
屋
)
|
津
日
駅
*
2
2
疋
(
福
津
市
畦
町
)
|
席
打
駅
*
1
5

疋
(
古
賀
市
青
柳
)
|
夷
守
駅
*
1
5
疋
(
粕
谷
市
内
橋
)
|
美
野
駅
*
l

5
疋
(
博
多
駅
中
央
街
)
|
久
爾
駅
*
1
0
疋
(
博
多
区
板
付
)
な
ど
。

そ

し
て
大
宰
府
に
着
く
。

北
九
州
市
を
詠
む
万
葉
歌
は
こ
の
大
路
に
沿
っ
て
詠
ま
れ
る
。
〈
企
救
の
浜
〉

あ
な
と

は
、
穴
門
あ
る
い
は
穴
戸
の
海
峡
(
関
門
海
峡
)
を
渡
っ
て
社
崎
駅
か
ら
到
津

駅
ま
で
の
長
い
海
岸
線
で
あ
り
、
〈
飛
幡
〉
は
現
在
の
戸
畑
の
こ
と
で
洞
海
湾

に
位
置
す
る
港
で
あ
る
。
古
代
の
洞
海
湾
は
細
長
い
川
状
の
湾
で
遠
賀
川
と
水

路
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。
響
灘
が
風
波
が
強
い
た
め
、
船
は
そ
れ
を
避
け
て
洞

海
湾
か
ら
水
路
で
遠
賀
川
の
河
口
の
岡
の
水
門
へ
出
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
日

お
か
の

本
書
紀
神
武
天
皇
即
位
前
紀
、
神
武
東
征
の
初
期
に
「
天
皇
、
筑
紫
国
の
岡

み
伝
と

水
門
に
至
り
た
ま
ふ
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
日
本
書
紀
仲
哀

(注
7
)

天
皇
二
年
に
、
天
皇
は
、
穴
門
(
長
門
)
の
豊
浦
宮
か
ら
船
で
進
ま
れ
「
岡
浦

の

に
入
れ
た
て
ま
つ
る
。
水
門
に
到
る
に
進
む
こ
と
得
ず
:
:
:
天
皇
、
即
ち
鵡
祈

み
た
ま
ひ
て
挟
抄
者
倭
国
の
菟
田
の
人
伊
賀
彦
を
以
ち
て
、
祝
と
し
て
祭
ら
し

6-

め
た
ま
ふ
。
則
ち
船
進
む
こ
と
得
た
り
」
と
水
門
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
「
(
神

〈

き

の

う

み

し

は

ひ

功
)
皇
后
、
別
船
に
め
し
て
、
洞
海
よ
り
入
り
た
ま
ふ
に
潮
澗
て
進
む
こ
と

を
得
ず
:
:
:
潮
の
満
つ
る
に
及
り
て
、
即
ち
岡
の
津
に
泊
り
た
ま
ふ
」
と
岡
の

水
門
に
こ
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
岡
の
水
門
は
遠
賀
郡
芦
屋
に
位
置
す
る
。
神

武
東
征
や
神
功
皇
后
の
熊
襲
征
討
・
新
羅
征
討
の
伝
承
は
、
こ
の
航
路
を
通
っ

た
こ
と
を
記
す
。



(
4
)
地
名
の
歌
を
詠
む
こ
と
の
目
的

北
九
州
の
地
名
歌
が
古
代
の
陸
路
及
び
航
路
の
要
衝
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
歌
を
見
て
み
よ
う
。

と
ぱ
た

ほ
と
と
ぎ
す
飛
幡
の
浦
に
し
く
波
の
し
ば
し
ば
君
を
見
む
よ
し
も
が
も

(
1
2
・
一
一
一
一
六
五

作
者
未
詳
)

1
2
・
=
二
六
五
歌
は
万
葉
集
の
巻
十
二
と
い
う
古
今
相
聞
往
来
歌
類
の
下

巻
に
収
め
ら
れ
た
歌
で
あ
り
、
「
罵
旅
に
思
を
発
す
歌
」
と
罵
旅
の
部
立
の
歌

群
の
一
首
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
は
同
じ
く
巻
十
一
の
古
今
相
聞
往
来
歌
類
の
上

巻
の
問
答
歌
の
な
か
に
類
歌
が
あ
る
。

住
吉
の
岸
の
浦
廻
に
し
く
波
の
し
ば
し
ば
妹
を
見
む
よ
し
も
が
も

(
1
1
・
二
七
三
五

作
者
未
詳
)

住
吉
の
津
、
住
吉
大
社
の
あ
る
住
吉
の
歌
と
は
三
句
か
ら
五
句
ま
で
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
港
の
地
名
だ
け
が
違
う
。

1
1
・
二
七
三
五
の
住
吉
は
摂
津
の
住

吉
で
、
住
吉
大
社
は
現
在
の
大
阪
市
住
吉
区
住
吉
に
あ
る
。
住
吉
神
(
す
み
の

え
の
か
み
)
三
神
と
神
功
皇
后
を
杷
る
。
伊
持
諾
尊
が
艇
払
い
を
し
た
と
き
に

生
ま
れ
た
表
筒
男
命
令
つ
わ
づ
つ
の
お
の
み
こ
と
)
中
筒
男
命
(
な
か
づ
つ
の

北
九
州
の
万
葉
歌
を
め
ぐ
っ
て

お
の
み
こ
と
)
底
筒
男
命
(
そ
こ
づ
つ
の
お
の
み
こ
と
)
の
三
神
を
住
吉
神
と

称
す
る
。
住
吉
神
は
、
航
海
の
神
、
歌
の
神
と
さ
れ
る
。
こ
の
地
に
神
功
皇
后

(注
8
)

が
住
吉
大
神
を
鎮
斎
さ
れ
た
の
を
社
の
は
じ
め
と
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
住
吉
津
は
難
波
津
と
と
も
に
古
代
大
和
朝
廷
に
と
っ
て
重
要
な
港
で
、
畿

内
か
ら
中
園
地
方
、
四
国
、
九
州
、

そ
し
て
朝
鮮
半
島
、
大
陸
へ
向
か
う
航
路

の
拠
点
の
港
で
あ
り
、
住
吉
神
社
は
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
重
要
な
神
社
で

(注
9
)

あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
住
吉
の
歌
を
元
歌
に
、
飛
幡
の
歌
が
倣
っ
て
詠
ま
れ
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
旅
人
の
無
事
を
祈
っ
て
海
の
神
に
捧
げ
ら
れ
た

歌
と
考
え
る
の
は
、
住
吉
神
社
に
関
わ
る
歌
で
あ
る
か
ら
だ
。
地
名
歌
が
す
べ

-7一

て
こ
の
よ
う
な
目
的
で
詠
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
名
歌
の
詠
ま
れ

た
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
旅
の
安
全
を
願
う
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
と
考
え
事
り

れ
よ
う
。

企
救
を
詠
ん
だ
歌
に
も
類
歌
が
あ
る
。

豊
国
の
企
救
の
高
浜
高
々
に
君
待
つ
夜
ら
は
さ
夜
更
け
に
け
り

(
1
2
・
一
二
三
二

O

作
者
未
詳
)

い
そ
の
か
み
ふ
る

石
上
布
留
の
高
橋
高
々
に
妹
が
待
つ
ら
む
夜
そ
ふ
け
に
け
る

-
二
九
九
七

作
者
未
詳
)

三
二
二

O
歌
は
巻
十
二
の
悲
別
歌
に
属
し
、
二
九
九
七
歌
は
正
述
心
緒
歌
の



北
九
州
の
万
葉
歌
を
め
ぐ
っ
て

部
立
に
あ
る
。

企
救
の
浜
は
北
九
州
市
門
司
区
の
大
里
か
ら
小
倉
へ
続
く
長
い
浜
を
指
す
と

も
、
赤
坂
か
ら
小
倉
、
戸
畑
の
あ
た
り
と
も
言
わ
れ
、
い
ま
の
北
九
州
市
の
小

{
注
叩
)

倉
区
を
中
心
と
し
た
付
近
の
海
岸
線
の
こ
と
を
示
す
。
現
在
は
長
い
浜
の
跡
形

も
な
く
埋
め
立
て
ら
れ
て
倉
庫
群
や
海
岸
道
路
が
続
く
が
、
古
代
に
は
駅
路
の

道
行
く
旅
人
だ
け
で
な
く
、
流
れ
の
速
い
穴
門
(
関
門
海
峡
)
を
無
事
に
通
り

抜
け
た
船
人
の
心
も
な
ぐ
さ
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
長
浜
町
の
貴
布
祢
神
社
に

は
1
2
・
一
二
一
二
九
の
歌
碑
が
あ
る
。

豊
田
の
企
救
の
長
浜
行
き
暮
ら
し
日
の
暮
れ
行
け
ば
妹
を
し
ぞ
思
ふ

(
1
2
・
一
二
一
二
九
作
者
未
詳
)

も
と
も
と
は
紫
川
の
東
岸
名
衛
匡
岬
に
あ
っ
た
貴
布
祢
神
社
は
、
大
宰
府
か

ら
都
へ
向
か
う
旅
人
や
海
路
を
航
く
船
を
見
守
る
神
社
で
あ
る
。

1
2
・
三
二
二

O
の
歌
は
、
二
九
九
七
の
歌
と
地
名
の
み
が
違
い
あ
と
は
類

似
し
て
い
る
。
類
似
、
類
向
性
は
広
く
民
に
親
し
ま
れ
共
感
さ
れ
る
特
質
を
有

す
る
。
ま
た

1
2
・
一
三
二
九
の
歌
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
調
べ
は
、
離
れ
居
る

妻
や
恋
人
の
こ
と
、
故
郷
の
こ
と
を
思
う
旅
人
の
心
を
詠
み
、
旅
の
辛
さ
を
慰

め
る
望
郷
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。
家
持
も

越
の
海
の
信
濃
の
浜
を
行
き
暮
ら
し
長
き
春
日
も
忘
れ
て
思
へ
や

(
1
7
・
四

O
二
O
)

と
越
の
長
い
春
日
を
都
に
残
し
て
き
た
妻
を
ひ
が
な
一
日
恋
い
慕
う
歌
を
、
ー

2
・
一
二
一
二
九
の
歌
を
模
し
て
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
類
同
は
広
く
人
々

の
心
に
共
感
を
よ
ぷ
汎
用
性
の
高
い
伝
調
歌
の
色
合
い
が
濃
い
。
ま
た
、
企
救

の
長
浜
を
詠
ん
だ
歌
は
す
べ
て
が
相
聞
の
歌
で
あ
り
、
旅
の
か
り
そ
め
の
恋

ゃ
、
離
れ
居
る
妻
や
恋
人
を
し
の
ぶ
望
郷
の
思
い
深
い
罵
旅
歌
の
特
色
を
有
し

て
お
り
、
旅
の
無
事
を
祈
り
地
霊
鎮
魂
の
魂
振
り
の
歌
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。但

し
、
北
九
州
の
地
名
歌
の
多
く
が
巻
十
二
の
作
者
未
詳
歌
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
巻
十
二
の
編
集
の
傾
向
や
内
実
を
詳
し
く
見
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
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(
5
)
防
人
の
こ
と

飛
鳥
・
奈
良
時
代
は
国
際
化
の
時
代
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
動
向
は
激
し
く

揺
れ
て
い
た
。
七
世
紀
に
は
陪
が
亡
び
唐
が
台
頭
し
て
高
句
麗
へ
出
兵
し
た
。

高
句
麗
・
新
羅
・
百
済
の
三
国
で
桔
抗
を
危
う
く
保
っ
て
い
た
朝
鮮
半
の
情
勢

が
動
い
た
。
任
那
を
領
有
し
て
い
た
大
和
朝
廷
は
百
済
と
親
し
い
関
係
を
も
っ

て
い
た
。
北
九
州
は
大
陸
や
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
国
防
の
地
で
も
あ
っ
た
。
防

人
の
制
度
は
先
に
記
し
た
大
化
二
年
正
月
の
詔
(
『
日
本
書
紀
』
孝
徳
天
皇
二

年
)
に
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
是
の
歳
に
、
対
馬
島
、
壱
岐
島
、
筑
紫
国
等



さ

き

も

り

と

ぷ

ひ

お

お

っ

つ

み

に
、
防
と
燦
と
を
置
く
。
又
、
筑
紫
に
大
堤
を
築
き
水
を
貯
へ
、

名
け
て
水

城
と
日
く
」
(
『
日
本
書
紀
』
天
智
三
年
)
と
あ
る
よ
う
に
、
大
和
朝
廷
は
、
対

唐
・
新
羅
と
の
戦
い
に
備
え
て
い
た
。
唐
・
新
羅
の
連
合
軍
と
戦
う
百
済
救
済

の
た
め
に
大
和
朝
廷
は
出
兵
し
た
。
そ
の
兵
は
約
三
万
人
。
百
済
・
大
和
軍
が

六
六
三
年
(
天
智
二
年
)
、
朝
鮮
半
島
の
白
村
江
で
大
敗
す
る
。
こ
の
た
め
に

九
州
だ
け
で
な
く
大
和
朝
廷
が
統
治
す
る
全
土
か
ら
兵
が
集
め
ら
れ
、
特
に
東

国
の
兵
は
強
い
と
言
う
の
で
防
人
と
し
て
百
集
さ
れ
た
。
白
村
江
の
大
敗
以

後
、
唐
・
新
羅
に
対
す
る
防
衛
と
し
て
天
智
三
年
の
詔
が
出
さ
れ
た
。
防
人
は

民
に
は
命
を
か
け
た
辛
い
労
役
で
し
か
な
か
っ
た
。
『
日
本
霊
異
記
』
の
中
巻

第
三
に
は
以
下
の
よ
う
な
仏
教
説
話
が
あ
る
。
「
悪
逆
の
子
、
妻
を
愛
し
、
母

を
殺
さ
む
と
謀
り
、
現
に
悪
死
を
被
る
縁
」
に
、
武
蔵
の
国
多
麻
の
郡
の
里

人
、
吉
志
大
麻
呂
は
防
人
に
徴
さ
れ
て
三
年
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
妻
は
家

を
守
り
国
に
留
ま
り
母
は
子
に
随
っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
大
麻
呂
は
妻
と
離
れ

て
暮
ら
す
こ
と
に
耐
え
が
た
く
母
を
殺
し
て
喪
に
服
し
、
役
を
免
れ
て
妻
と
と

も
に
居
ょ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
大
麻
自
の
策
略
に
大
地
が
裂
け
て
自
ら
落
ち

て
し
ま
う
。
母
は
何
と
か
子
を
救
お
う
と
し
た
が
出
来
な
か
っ
た
。
子
を
慈
し

み
善
良
で
信
心
深
い
母
を
称
賛
し
悪
逆
は
必
ず
報
い
を
受
け
る
と
い
う
結
末
で

話
は
終
わ
る
。
『
日
本
霊
異
記
』
は
勧
善
懲
悪
の
誇
張
し
た
説
話
が
多
い
が
、

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
防
人
と
い
う
役
が
東
国
の
人
々
に
は
い
か
に
負
担
で

辛
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

防
人
歌
に
も

北
九
州
の
万
葉
歌
を
め
ぐ
っ
て

あ

め

っ

ち

ゃ

ぬ

天
地
の
神
を
祈
り
て
さ
つ
矢
貫
き
筑
紫
の
島
を
さ
し
て
行
く
わ
れ
は

(
2
0
・
四
三
七
四

下
野
国
火
長
大
田
部
荒
耳
)

と
い
う
勇
ま
し
い
言
挙
げ
の
歌
も
あ
る
が

わ
が
妻
は
い
た
く
恋
ひ
ら
し
飲
む
水
に
影
さ
へ
見
え
て
ょ
に
忘
ら
れ
ず

(
2
0
・
四
三
二
二
遠
江
国
主
帳
丁
鹿
玉
郡
若
倭
部
身
麻
呂
)

さ

き

も

り

た

せ

と

も

も

防
人
に
行
く
は
誰
が
背
と
問
ふ
人
を
見
る
が
羨
し
さ
も
の
思
ひ
も
せ
ず

昔
年
防
人
歌
)

(
2
0
・
四
四
二
五

と
い
う
歌
も
あ
る
。
防
人
に
行
く
こ
と
は
、
戦
い
で
死
傷
す
る
こ
と
も
多
く
、

-9-

三
年
で
無
事
に
帰
っ
て
く
る
保
証
は
何
も
な
か
っ
た
。
三
年
で
帰
郷
す
る
に
も

国
か
ら
の
物
資
の
手
当
て
も
不
十
分
で
そ
の
ま
ま
九
州
北
部
地
域
に
留
ま
っ
た

人
々
も
多
か
九
問
v

防
人
の
歌
で
北
九
州
を
詠
ん
だ
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、

企
救
の
浜
を
詠
ん
だ
相
聞
歌
を
歌
い
つ
つ
故
郷
の
妻
を
懐
か
し
む
東
国
の
人
々

も
い
た
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

北
九
州
市
の
万
葉
歌
と
い
う
テ
l
マ
で
市
民
カ
レ
ッ
ジ
で
講
義
を
し
た
の

が
、
本
稿
を
ま
と
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
北
九
州
市
を
詠

ん
だ
万
葉
歌
は
少
な
い
。
畿
内
の
万
葉
歌
、
大
宰
府
歌
壇
で
の
万
葉
歌
等
と
く



北
九
州
の
万
葉
歌
を
め
ぐ
っ
て

ら
べ
る
と
な
ん
と
も
乏
し
い
。
二

O
一
四
年
春
、
上
代
文
学
会
で
平
川
南
氏
が

「
甲
斐
酒
折
る
宮
の
謎
を
解
く
」
と
い
う
講
漬
を
さ
れ
た
。
氏
が
着
目
さ
れ
た

古
代
の
交
通
路
と
い
う
視
点
を
加
え
る
と
、
北
九
州
の
数
少
な
い
歌
が
す
べ

て
、
西
海
道
の
官
道
に
沿
っ
た
地
名
歌
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

畿
内
か
ら
山
陽
・
山
陰
を
通
っ
て
或
は
航
路
で
瀬
戸
内
海
か
ら
九
州
へ
渡
る

海
峡
、
穴
門
の
海
峡
(
関
門
海
峡
)

は
交
通
の
要
衝
で
、
古
代
か
ら
神
武
天

皇
、
仲
哀
天
皇
、
神
功
皇
后
等
が
穴
門
に
滞
在
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
畿
内
へ
と
向

か
い
或
い
は
九
州
へ
と
進
ん
だ
。
海
に
隔
て
ら
れ
た
九
州
の
地
に
広
が
る
官
道

西
海
道
の
事
実
上
の
起
点
、
北
九
州
の
歌
は
、
こ
の
地
へ
下
っ
た
国
司
た
ち
の

往
来
、
租
庸
調
の
運
搬
、
防
人
の
移
動
な
ど
人
々
が
行
き
交
っ
た
証
で
あ
る
。

相
聞
歌
が
多
い
の
も
、
覇
旅
の
歌
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
旅
の
無
事
を
地
霊

神
に
言
祝
ぎ
さ
さ
げ
た
歌
も
伝
承
と
し
て
残
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
首

ほ
ど
の
歌
に
古
代
の
人
々
の
旅
の
有
り
様
、
が
し
の
ば
れ
た
。
ま
た
今
回
は
北
九

州
市
に
限
定
し
た
が
、
さ
ら
に
北
部
九
州
地
域
の
万
葉
歌
に
広
げ
て
考
察
し
て

、kミ
a

・回、。

I
u
-
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『
万
葉
集
』
、
『
風
土
記
』
、
『
日
本
書
紀
』
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
』
に
拠
り
、
適
宜
改
め
た
。
『
延
喜
式
』
は
、
虎
尾
俊
哉
編
『
延
喜
式
』
(
訳

注
目
本
史
料
)
集
英
社
二

O
O七
年
に
よ
り
引
用
し
た
。

i主

逸
文
風
土
記
は
、
原
本
が
散
逸
し
て
し
ま
い
元
の
形
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
文
献

で
あ
る
。
し
か
し
他
の
本
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
散
逸
部
分
が

復
元
で
き
る
も
の
を
逸
文
風
土
記
と
言
う
。
九
州
の
逸
文
風
土
記
は
複
雑
で
、

二
種
類
の
性
格
が
異
な
る
風
土
記
編
纂
さ
れ
た
。
甲
類
・
乙
類
と
分
け
て
い
る

が
、
こ
こ
に
引
用
し
た
の
は
甲
類
の
風
土
記
で
あ
る
。

2 

『
事
典

木
下
良

『
古
代
日
本
の
交
通
路
W
』
藤
岡
謙
二
郎
編

『
古
代
日
本
の
交
通
路
E
』
藤
岡
謙
二
郎
編
大
明
堂

に
は
諸
説
あ
る
。
『
古
代
日
本
の
交
通
路
E
』
で
、
「
周
防
国
」
を
担
当
し
た
水

岡
義
一
氏
は
、
外
浦
、
前
回
、
唐
戸
町
、
赤
聞
が
関
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

朝
鮮
式
山
城
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
長
門
城
を
現
在
の
火
の
山
と
し
、
そ
の
近
く

の
前
回
を
臨
門
と
す
る
。

『
事
典
日
本
古
代
の
道
と
駅
』
木
下
良

穴
門
豊
浦
宮
は
下
関
市
長
府
の
宮
の
町
忌
宮
神
社
か
。
旧
版
岩
波
古
典
大
系
日

本
書
紀
仲
哀
天
皇
二
年
七
月
の
頭
注
に
下
関
市
豊
浦
村
の
忌
宮
神
社
の
地
に
伝

豊
浦
宮
祉
が
あ
る
と
記
す
。

『
逸
文
摂
津
国
風
土
記
』
(
『
風
土
記
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

-10一

日
本
古
代
の
道
と
駅
』
木
下
良

吉
川
弘
文
館

2
0
0
9年

3 

同
右

4 

大
明
堂

1
9
7
8年

1
9
7
8
年
。
臨
門
駅

5 6 7 8 

小
学
館
)

9 

住
吉
大
社
ホ
1
ム
ペ

l
ジ

10 

『
九
州
の
万
葉
』
福
田
良
輔
編

桜

中
原
勇
夫
・
瀬
古
確
・
春
日
和
夫
・
鶴
久

理
1
9
7
4年

11 

『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二
年
四
月
七
日
に
、
東
国
の
防
人
が
、
防
人
制
廃
止
後

も
筑
紫
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
れ
ら
を
百
集
し
守
備
に
配
置
す
る

よ
う
に
と
い
う
勅
が
記
さ
れ
て
い
る
。
強
制
的
に
召
集
さ
れ
る
が
、
東
国
へ
の

帰
郷
さ
せ
る
対
策
が
疎
か
で
残
留
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
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